
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

一
、
無
住
『
沙
石
集
』
本
文
と
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
本
文

　
無
住
道
暁
一
円
が
著
し
た
『
沙
石
集
』
に
は
、
多
く
の
異
本
が
現
存
し
て
い

る
。
『
沙
石
集
』
異
本
成
立
に
は
、
『
沙
石
集
』
編
纂
時
の
「
草
案
」
「
弘
安
六

年
本
」
か
ら
数
度
の
改
稿
と
い
う
無
住
白
身
の
『
沙
石
集
』
に
対
す
る
「
情

熱
」
と
「
迷
い
」
の
痕
跡
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
無
住
自
身
が
「
有
心
ノ
人
、
此
志
ヲ
助
テ
、
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
タ

ニ
ン
ナ
ヲ
シ
、
尚
モ
書
継
キ
給
テ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
後
世
忿
旱
受
の

過
程
に
お
け
る
改
変
の
可
能
性
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
様
々
な
成
立
要
素
が
絡

み
合
う
中
で
、
『
沙
石
集
』
諸
本
関
係
を
探
る
第
一
の
手
掛
か
り
と
な
っ
て
く

る
の
が
、
御
茶
ノ
水
図
書
館
蔵
成
簑
堂
文
庫
旧
蔵
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
（
以
後
、

梵
舜
本
）
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
渡
逞
綱
也
氏
は
、
梵
舜
本
を
「
無
住

が
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
る
「
草
案
」
の
ま
ま
洛
陽
に
披
露
し
た
書
の
面
影
を
。

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

口
‥

力

美
　
　
甲
　
　
多

伝
え
た
も
０

１
」
と
規
定
さ
れ
、
以
後
こ
の
説
が
『
沙
石
集
』
草
稿
本
に
つ
い
て

の
見
解
の
大
勢
を
占
め
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
近
年
に
は
渡
逞
氏
の
梵
舜

本
「
草
案
」
説
と
は
異
な
る
見
解
が
土
屋
有
里
子
氏
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
旭
。

こ
れ
は
小
島
孝
之
氏
が
「
梵
舜
本
が
本
文
的
に
は
古
本
系
統
の
諸
本
よ
り
・
も
流

布
本
系
統
に
近
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
古
本
か
ら
流
布
本

が
成
立
し
て
く
る
途
中
の
あ
る
段
階
で
、
こ
う
し
た
説
経
説
話
が
多
量
に
増
補

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
紐
」
と
述
べ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土
屋
氏
は
、
梵
舜
本
が
『
沙
石

集
』
の
草
稿
本
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
初
め
て
具
体
的
な
考
察
を

加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ご
高
察
を
踏
ま
え
て
、
以
前
、
梵
舜
本
を
中
心
と
し
た
『
沙
石

集
』
諸
本
本
文
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
旭
。
そ
の
結
果
、
梵
舜
本
は
古
本
系
統

に
属
し
て
い
る
が
本
文
は
流
布
本
系
統
に
近
く
、
流
布
本
系
統
に
も
見
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

い
本
文
付
加
か
ら
、
現
存
の
梵
舜
本
の
形
は
流
布
本
系
統
以
後
の
完
成
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
流
布
本
系
統
か
ら
最
も
遠
い
本
文
を
有
す
る
市
立
米

沢
図
書
館
蔵
興
譲
館
旧
蔵
本
『
沙
石
集
』
（
以
後
、
米
沢
本
）
が
『
沙
石
集
』

草
稿
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
、
無
住
の
話
末
評
語
と
梵
舜
本
話
末
評

語
と
の
方
向
性
の
薩
証
か
ら
梵
舜
本
は
無
住
自
身
の
改
稿
本
と
も
考
え
難
い
の

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
文
レ
ペ
ル
に

お
い
て
も
異
同
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
現
存
諸
本
に
一
致
す
る
『
沙
石

集
』
説
話
や
『
雑
談
集
』
説
話
を
無
住
自
身
の
手
に
成
る
本
文
と
考
え
、
他
作

品
の
同
話
や
類
話
と
の
比
較
か
ら
無
住
の
本
文
表
現
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
が
梵
舜
本
独
自
説
話
の
本
文
表
現
と
一
致
す
る
も
の
な

の
か
、
も
し
く
は
薩
証
し
な
い
も
の
な
の
か
を
探
り
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
梵
舜
本
本
文
、
特
に
巻
第
六
や
第
八
の
独
自
説
話
が
無
住
の
『
沙
石

集
』
改
稿
作
業
の
一
環
に
お
け
る
「
産
物
」
な
の
か
、
後
世
の
享
受
の
過
程
に

お
け
る
改
変
者
（
達
）
の
改
稿
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
か
を

見
極
め
る
一
つ
の
手
掛
か
り
・
と
し
た
い
。

二
、
無
住
の
本
文
表
現

一

〇

　
　
１
、
『
沙
石
集
』
諸
本
共
通
説
話

　
　
　
　
　
－
巻
第
三
（
二
）
「
問
注
二
我
卜
劣
タ
ル
人
事
」
－

　
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る
『
沙
石
集
』
諸
本
共
通
説
話
の
一
つ
に
巻
第
三

二
一
）
「
問
注
二
我
卜
劣
タ
ル
人
事
」
に
お
け
る
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
説
話
は
無
住
が
『
百
向
讐
喩
経
』
「
庵
米
決
口
喩
」
に
特
徴
的
な

本
文
付
加
を
行
っ
て
い
る
点
で
、
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
を
探
る
第
一
の
手

掛
か
り
と
言
え
る
。
ま
た
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
は
、
『
沙
石
集
』
よ
り
成
立
年

代
が
下
る
可
能
性
が
高
い
『
直
談
因
縁
集
』
（
現
存
本
、
天
正
十
三
（
一
五
八

五
）
年
書
写
）
に
も
受
け
継
が
れ
る
が
、
『
沙
石
集
』
と
『
直
談
因
縁
集
』
と

に
は
多
く
の
類
話
を
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
『
沙
石
集
』
と
『
直
談
因
縁
集
』

と
を
比
較
す
る
こ
と
も
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
を
知
る
上
で
重
要
な
作
業
と

な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
次
に
『
百
向
讐
喩
経
』
「
晦
米
決
口
喩
」
、

『
沙
石
集
』
巻
第
三
二
一
）
「
問
注
二
我
卜
劣
タ
ル
人
事
」
に
お
け
る
「
人
ノ

聳
」
の
寓
話
、
『
直
談
因
縁
集
』
八
－
四
五
の
全
文
を
挙
げ
い
。

『
百
向
讐
喩
経
』
第
四
巻
「
座
米
決
口
喩
」

　
　
　
昔
有
二
人
・
至
二
婦
人
家
舎
ぺ
見
二
其
濤
米
・
便
往
二
其
所
・
楡
ぃ
米
座
ぃ
之
。

　
　
婦
来
見
ぃ
夫
欲
二
共
丘
一
語
ぺ
満
口
中
米
都
不
に
少
和
。
羞
二
其
婦
・
故
不
二
肯



棄
ｖ
之
是
以
不
‰
叩
。
婦
怪
不
辿
叩
以
し
于
模
看
謂
二
其
口
腫
ぺ
語
二
其
父
一
言

我
夫
始
来
。
卒
得
二
口
腫
・
都
不
乱
門
語
。
其
父
即
便
喚
ぃ
医
治
ぃ
之
。
時
医

言
曰
此
病
最
重
。
以
じ
刀
決
ぃ
之
可
蜃
ご
差
耳
。
即
便
以
ぃ
刀
決
二
破
其
ロ
ペ

米
従
ぃ
中
出
其
事
彰
露
。

『
沙
石
集
』
巻
第
三
（
二
）
「
問
注
二
我
卜
劣
タ
ル
人
事
」

　
　
　
百
喩
経
云
、
昔
シ
ヲ
ロ
カ
ナ
ル
俗
ア
リ
テ
、
人
ノ
聳
ニ
ナ
リ
テ
往
ヌ
。

サ
マ
ぐ
モ
テ
ナ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
ナ
マ
コ
ザ
カ
シ
ク
ヨ
シ
バ
ミ
テ
、
イ
ト

物
モ
ク
ワ
デ
、
ウ
ヘ
テ
ヲ
ボ
ヘ
ケ
ル
マ
こ
Ｉ
、
妻
が
白
地
二
立
出
タ
ル
ヒ

了
一
、
米
ヲ
ー
ホ
ウ
打
ク
ク
ミ
、
ク
ワ
ム
ト
ス
ル
所
二
、
妻
帰
リ
タ
リ
ケ

レ
バ
、
（
ヅ
カ
シ
サ
ニ
面
ヲ
ウ
チ
ア
カ
メ
テ
イ
タ
リ
。
ホ
ウ
ノ
（
レ
テ
見

ヘ
ケ
レ
バ
、
「
イ
カ
ニ
」
卜
問
ド
モ
音
モ
セ
ズ
。
俑
カ
ホ
ア
カ
ミ
ケ
レ
バ
、

「
（
レ
物
ノ
大
事
ニ
テ
、
物
モ
イ
（
ヌ
ニ
ヤ
」
ト
テ
、
ヲ
ド
ロ
キ
テ
、
父

母
ニ
カ
ク
ト
云
ヘ
バ
、
父
母
来
テ
見
テ
、
「
イ
カ
ニ
く
卜
云
。
皆
色
モ

赤
ク
ナ
ル
ヲ
見
、
隣
ノ
物
ア
ツ
マ
リ
テ
、
「
聳
殿
ノ
（
レ
物
、
大
事
ニ
ヲ

（
ス
ル
ナ
ル
。
浅
猿
」
ト
テ
訪
フ
。
サ
ル
程
二
、
医
者
ヲ
ヨ
ブ
ベ
キ
子
ア

藪
ク
ス
シ
ノ
、
近
々
ニ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
ヨ
ビ
テ
見
ス
レ
バ
、
「
ユ
？
ン
キ

御
大
事
ノ
物
ナ
リ
。
ト
ク
く
療
治
シ
マ
イ
ラ
セ
ム
」
ト
テ
、
火
針
ヲ
赤

ク
焼
テ
、
頬
ヲ
ト
ヲ
シ
タ
レ
バ
、
米
ノ
ホ
ロ
く
ト
コ
ボ
レ
テ
ケ
リ
。
ホ

ウ
（
破
レ
、
恥

マ
シ
カ
リ
ケ
リ
。
（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
、
以
下
の
引

梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

用
も
同
じ
）

『
直
談
因
縁
集
』
八
－
四
五

　
　
　
付
二
懺
悔
ぺ
是
（
常
三
一
才
ソ
カ
イ
人
迄
語
様
ナ
レ
ト
モ
ヽ
　
其
よ
息
無
二
非
ュ
。
聳

　
　
セ
ウ
ト
入
呂
成
ュ
。
妻
／
ズ
房
こ
、
同
道
よ
至
ル
也
。
而
ル
ニ
、
此
男
、
家
具

　
　
自
し
瓦
大
食
ぅ
（
、
何
そ
心
ご
仕
二
食
ュ
。
サ
レ
ト
モ
、
（
ナ
聳
二
頁
ナ
ぃ
（
、

　
　
食
そ
意
任
二
不
致
ぺ
去
程
二
、
謁
二
及
へ
。
。
時
、
地
下
。
事
（
、
一
間
所
げ
鴛
（
、

　
　
白
米
ョ
用
意
、
ｙ
置
リ
。
是
ョ
ツ
カ
ミ
、
口
二
十
分
ニ
ク
ヽ
メ
リ
。
時
、
妻
／
荻
房
、

　
　
何
卜
無
″
来
尹
物
語
七
ヽ
ダ
思
、
至
二
、
見
、
面
ョ
赤
シ
テ
、
恥
カ
シ
ク
思
也
。
サ

　
　
レ
（
、
物
不
ヒ
ム
、
白
ｙ
鼻
・
息
ョ
出
占
四
。
時
、
女
房
、
急
帰
″
、
父
母
二

　
　
対
よ
、
如
此
云
云
。
サ
レ
（
、
人
数
多
来
テ
見
之
べ
是
（
大
切
也
。
大
事
よ
炳

　
　
也
、
サ
テ
死
ヽ
ｙ
欺
、
詰
北
事
ュ
。
乍
去
い
医
師
I
＾
召
一
Ｋ
見
竺
、
是
（
赤
″
ス
キ

　
　
く
卜
痘
ル
故
二
、
只
先
、
針
這
隻
見
ヽ
ｙ
卜
、
云
云
。
尤
卜
云
犬
四
方
ロ
ヲ
サ
ヘ

　
　
ナ
ト
シ
テ
、
針
よ
旦
ル
也
。
時
、
針
目
リ
、
米
。
ホ
ロ
く
卜
落
ル
也
。
サ
レ

　
　
（
、
天
下
二
無
陰
・
恥
辱
ョ
ロ
ロ
也
。
是
（
、
尤
七
妻
と
（
不
苦
・
故
二
、
如
此
云

　
　
六
、
陰
よ
如
此
恥
ョ
云
云
。
如
是
い
対
レ
人
、
対
僧
い
向
仏
い
可
懺
悔
プ
也
。

　
　
不
ぃ
致
二
懺
悔
ぺ
悪
趣
二
落
ヽ
ｙ
事
、
如
此
万
三
云
。

　
『
百
句
讐
喩
経
』
、
『
沙
石
集
』
と
『
直
談
因
縁
集
』
と
の
直
接
的
な
書
写
関

係
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
説
話
の
型
と
し
て
は
非
常
に
近
く
、
ほ
ぼ
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

と
い
っ
て
も
良
い
。
話
の
発
端
で
あ
る
「
俗
」
の
「
聳
」
入
り
（
起
）
、
妻
に

隠
れ
て
米
を
盗
み
食
う
「
聳
」
の
姿
（
承
）
、
妻
に
大
事
と
勘
違
い
さ
れ
医
者

ま
で
登
場
す
る
（
転
）
、
医
者
に
よ
っ
て
頬
を
破
ら
れ
隠
蔽
が
露
顕
し
た
「
聳
」

（
結
）
と
い
っ
た
起
承
転
結
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
『
沙
石
集
』
言
い
換
え
れ
ば
無
住
の
寓
話
に
は
他
に
は
存
在
し
な

い
重
要
な
本
文
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
『
沙
石
集
』
に
は
「
聳
」
の
性

格
や
心
情
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
直
接
性
格
に
触
れ
な
い
『
百
向
讐

喩
経
』
や
「
自
ヒ
冗
大
食
」
「
（
ナ
聳
ゴ
ム
ナ
レ
（
ヽ
　
食
そ
意
任
二
不
致
こ
と
い
っ
た

前
提
条
件
に
よ
っ
て
認
識
さ
せ
て
し
ま
う
『
直
談
因
縁
集
』
と
は
違
い
、
『
沙

石
集
』
で
は
「
ナ
マ
コ
ザ
カ
シ
ク
ヨ
シ
バ
ミ
テ
、
イ
ト
物
モ
ク
ワ
デ
、
ウ
ヘ
テ

ヲ
ボ
ヘ
ケ
ル
マ
こ
こ
と
「
聳
」
の
性
格
や
心
情
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

「
聳
」
は
米
を
口
い
っ
ぱ
い
に
入
れ
た
か
と
い
え
ば
「
ウ
ヘ
テ
ヲ
ボ
ヘ
ケ
ル
」

状
態
に
あ
り
な
が
ら
「
ナ
マ
コ
ザ
カ
シ
ク
ヨ
シ
バ
ミ
」
だ
た
め
な
の
で
あ
る
。

利
口
ぶ
っ
て
上
品
そ
う
に
振
る
舞
う
と
い
う
行
為
は
一
見
仏
教
的
な
行
為
に
も

取
れ
る
が
、
良
い
子
ぶ
っ
た
そ
の
偽
善
的
行
為
が
後
半
に
一
気
に
暴
露
さ
れ
周

囲
の
見
方
が
逆
転
す
る
と
い
う
展
開
に
つ
な
が
り
、
「
聳
」
の
行
為
自
体
の
落

差
が
「
聳
」
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
映
し
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
第
二
は
『
沙
石
集
』
で
は
「
聳
」
の
状
態
、
感
覚
の
推
移
が
克
明
に
描
か
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
聳
」
の
状
態
、
感
覚
に
一
切
言
及
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ー

な
い
『
百
句
讐
喩
経
』
や
「
面
ヲ
赤
シ
テ
、
恥
カ
シ
ク
思
也
」
と
い
う
一
度
の

言
及
に
止
ま
る
『
直
談
因
縁
集
』
と
は
明
ら
か
に
違
い
、
「
（
ヅ
カ
シ
サ
ニ
面

ヲ
ウ
チ
ア
カ
メ
テ
イ
タ
リ
」
「
賜
カ
ホ
ア
カ
ミ
ケ
レ
バ
」
「
側
色
モ
赤
ク
ナ
ル
」

と
、
無
住
は
克
明
に
執
拗
な
ま
で
に
「
聳
」
の
状
態
、
感
覚
の
推
移
を
描
写
し
、

読
者
へ
の
同
意
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
は
、
裁
判
中

に
自
ら
負
け
を
認
め
た
「
正
直
」
で
「
道
理
」
あ
る
地
頭
の
話
の
後
に
配
置
さ

れ
た
地
頭
と
は
対
照
的
な
「
咎
ヲ
モ
不
ぃ
思
隠
シ
」
だ
好
例
と
言
え
る
。
罪
を

罪
と
も
思
わ
ず
に
隠
す
、
ま
た
隠
せ
ば
隠
す
ほ
ど
罪
は
大
き
く
な
る
と
い
う
讐

喩
を
説
く
中
で
、
「
聳
」
の
状
態
、
感
覚
の
推
移
を
克
明
に
描
き
、
「
若
罪
ヲ
隠

セ
バ
」
隠
す
ほ
ど
の
部
分
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
発
露
懺
悔
」
と
い

う
行
為
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
本
文
表
現
に
よ
っ
て
「
聳
」
の
愚
か
さ

を
よ
り
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
『
沙
石
集
』
は
、
同
じ
よ
う
に
「
懺
悔
」
を
主

眼
に
置
い
て
い
る
『
直
談
因
縁
集
』
に
比
し
て
戒
め
の
態
度
と
い
う
も
の
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
『
沙
石
集
』
に
は
「
ホ
ウ
（
破
レ
、
恥
ガ
マ
シ
カ
リ
ケ
リ
」
と
い
う

一
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
住
が
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
＝
笑
話
を
載

せ
た
意
図
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
の
前
後
に
「
隠
蔽
＝
恥
＝

罪
」
の
選
択
を
し
な
か
っ
た
「
道
理
」
あ
る
人
々
を
描
く
無
住
に
と
っ
て
、
当

然
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
は
「
隠
蔽
＝
恥
＝
罪
」
の
反
「
道
理
」
的
な
方
向
性
に

あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
「
隠
蔽
＝
恥
＝
罪
」
を
説



く
た
め
に
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
＝
笑
話
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
意
味
で
無
住
が
「
聳
」
の
性
格
や
感
覚
の
推
移
を
描
く
こ
と
は
一
種
の
教

理
的
叙
述
の
装
置
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
　
２
、
『
雑
談
集
』
説
話
　
－
第
四
巻
「
説
法
二
（
聴
衆
ノ
有
が
吉
事
」
－

　
次
に
無
住
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
雑
談
集
』
と
『
雑
談
集
』
よ
り
少
し
前
に

成
立
し
た
ほ
ぼ
同
時
代
作
品
で
あ
る
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
法
に
お
け
る
失
敗

談
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
。
次
が
そ
の
全
文
で
あ
娠
。

り
て
、
導
師
高
座
に
の
ぽ
り
て
、
か
ね
打
な
ら
す
よ
り
、
此
尼
鳴
た
ち
た

り
。
只
今
説
経
し
た
る
事
も
な
き
に
、
あ
ま
り
に
こ
と
鳴
た
り
け
れ
ば
、

導
師
、
あ
し
く
鳴
物
か
な
と
思
て
、
見
か
へ
り
て
じ
ら
り
と
に
ら
み
け
れ

ーば
、
尼
す
く
な
く
鳴
と
あ
も
ひ
て
に
ら
む
と
心
え
て
、
い
よ
く
鳴
ま
さ

り
け
り
・
。
導
師
こ
は
い
か
に
と
お
も
ひ
て
、
ま
す
く
に
ら
み
け
れ
ば
、

尼
公
は
そ
ご
ゑ
を
い
だ
し
て
、
「
さ
も
候
は
ず
と
よ
。
わ
づ
か
な
る
地
一

丈
あ
ま
り
が
御
公
事
に
は
、
こ
れ
に
過
て
は
い
か
に
と
鳴
候
は
ん
ぞ
」
と

い
ひ
た
り
け
る
。
人
ぐ
は
あ
と
わ
ら
ひ
け
り
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
六
「
或
僧
説
法
の
導
師
と
成
り
密
に
約
し
て
尼
公
を
　
　
『
雑
談
集
』
第
四
巻
「
説
法
二
（
聴
衆
ノ
有
が
吉
事
」

泣
か
し
む
る
事
」

　
　
　
或
ひ
ら
あ
し
た
名
僧
あ
り
け
り
。
地
を
一
部
主
も
ち
た
り
け
り
。
そ
れ

　
　
に
人
を
す
へ
て
地
子
を
と
り
侍
け
る
が
、
打
ロ
ー
丈
あ
ま
り
に
、
あ
る
ふ

　
　
る
尼
公
を
す
へ
た
り
。
此
僧
、
或
所
の
仏
供
養
の
導
師
に
請
ぜ
ら
れ
て
い

　
　
づ
と
て
、
彼
尼
公
を
よ
び
て
い
ひ
け
る
や
う
は
、
「
説
経
の
だ
う
と
く
な

　
　
り
・
ぬ
る
は
、
聴
聞
の
物
み
な
鴫
な
り
。
し
も
お
ほ
せ
ぬ
と
は
鴫
こ
と
な
し
。

　
　
け
ふ
の
説
法
に
、
も
し
鴫
人
な
か
ら
ん
は
、
当
座
の
は
ぢ
な
る
べ
し
。
わ

　
　
尼
公
、
聴
聞
の
爾
に
す
よ
み
て
必
ず
鳴
べ
し
。
か
つ
は
、
地
殿
の
公
事
と

　
　
お
も
ふ
べ
し
」
と
い
ひ
ふ
く
め
て
い
で
ぬ
。
此
地
殿
の
仰
の
が
れ
が
た
く

　
　
て
、
聴
聞
の
志
は
な
け
れ
ど
も
、
彼
仏
事
の
所
へ
ゆ
き
ぬ
。
こ
と
よ
く
な

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

中
比
二
京
中
二
、
身
（
豊
于
ン
テ
貪
欲
無
い
極
、
智
恵
才
覚
無
テ
、
然

モ
又
音
声
ワ
ル
ク
、
ロ
モ
キ
カ
ズ
シ
テ
ア
ル
説
法
者
一
人
候
キ
。
心
請
用

ノ
不
浄
説
法
（
無
い
隙
シ
ケ
レ
ド
モ
、
人
タ
ノ
ム
事
努
カ
ナ
カ
リ
ケ
ル
間
、

白
月
本
モ
チ
タ
ル
物
ナ
レ
バ
、
京
中
ノ
ア
キ
地
ヲ
六
処
カ
ヒ
テ
、
六
人
ノ

ー尼
ヲ
語
ヒ
テ
、
彼
ノ
地
ヲ
ー
ス
ッ
ー
ど
フ
セ
テ
、
「
我
が
説
法
ノ
時
、
必

ズ
聴
聞
ニ
ツ
ラ
ナ
（
リ
テ
、
ナ
キ
テ
タ
ベ
」
卜
云
ケ
レ
バ
、
六
人
ノ
尼
思

フ
ヤ
ウ
、
心
ナ
ラ
ヌ
ネ
ヲ
バ
、
何
カ
ヾ
ナ
ク
ペ
キ
ト
思
ヘ
ド
モ
、
此
ノ
尼

共
ニ
サ
セ
ル
住
処
モ
ナ
ク
テ
、
ウ
カ
レ
ア
リ
ク
尼
ナ
レ
バ
、
各
一
ツ
ヅ
ヽ

ヌ
シ
ツ
キ
ツ
。
サ
テ
カ
ノ
僧
ノ
説
法
ノ
時
（
、
必
ズ
聴
聞
衆
二
列
リ
テ
、

ナ
キ
ケ
ル
ニ
、
或
時
ノ
説
法
二
、
六
人
ノ
尼
ノ
中
二
、
丁
人
ノ
尼
、
イ
マ

一

一
一

一



　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

ダ
説
法
ノ
始
ナ
ル
ニ
、
コ
ト
サ
ラ
声
モ
ヲ
シ
マ
ズ
、
ケ
タ
ヽ
マ
シ
ゲ
ニ
ナ

キ
ケ
リ
。
導
師
思
ヤ
ウ
、
サ
イ
ヒ
タ
レ
バ
ト
テ
、
時
ヲ
モ
シ
ラ
ズ
、
キ
ゲ

ン
モ
ナ
ク
、
早
ク
ナ
ク
物
カ
ナ
ト
思
ヒ
ケ
リ
。

ル

聞
ノ

卜
思
テ
、
目
干
心
モ
ア
キ
レ
ケ
リ
。
或
（
心
ニ
ナ

々
モ
、
イ
カ
ナ

ゲ
キ
ノ
有
カ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

『
古
今
著
聞
集
』
で
は
「
導
師
」
の
内
面
的
性
格
に
触
れ
よ
う
と
し
な
い
の
に

対
し
、
『
雑
談
集
』
で
は
「
説
法
者
」
で
あ
り
な
が
ら
「
身
（
豊
ニ
シ
テ
貪
欲

無
い
極
、
智
恵
才
覚
無
テ
、
然
モ
又
音
声
ワ
ル
ク
、
ロ
モ
キ
カ
ズ
シ
テ
ア
ル
説

法
者
」
で
あ
る
と
積
極
的
に
人
物
規
定
を
行
っ
て
い
る
。
本
来
、
仏
に
仕
え
る

身
と
し
て
の
「
導
師
」
像
を
明
確
な
性
格
付
け
に
よ
っ
て
打
ち
壊
す
こ
と
で
説

話
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
と
共
通
し
て
お
り
・
、
笑

話
で
あ
り
な
が
ら
仏
教
説
話
の
導
入
部
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
ま
た
『
雑
談
集
』
に
お
い
て
は
、
「
思
」
の
多
用
が
認
め
ら
れ
る
。
わ
ず
か

数
行
の
中
に
九
回
も
「
思
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
登

場
人
物
の
心
情
の
動
き
を
示
す
も
の
で
、
説
法
と
い
う
特
別
な
場
に
お
け
る

「
導
師
」
や
「
聴
聞
ノ
人
々
」
の
動
揺
ぶ
り
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
無
住
は
「
導
師
」
と
「
尼
」
の
問
に
「
聴

聞
ノ
人
々
」
を
置
き
、
そ
の
思
い
を
描
く
こ
と
で
、
笑
話
で
あ
り
な
が
ら
同
時

に
仏
教
説
話
と
し
て
の
鮮
度
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
盤

で
の
「
聴
聞
ノ
人
々
」
の
思
案
か
ら
、
終
盤
で
の
欲
深
い
「
尼
」
の
思
わ
ぬ
発

言
に
よ
っ
て
劇
的
に
罪
が
暴
露
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
導
師
」
の
恥
意
識
を

描
き
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
最
後
に
「
人
ぐ
」
は
登
場
す
る
が
、
基
本

的
に
は
「
導
師
」
と
「
尼
」
の
や
り
と
り
に
終
始
す
る
『
古
今
著
聞
集
』
と
は

根
本
的
に
違
う
の
で
あ
る
。
無
住
に
は
不
浄
説
法
糾
弾
と
い
う
大
き
な
目
的
が

あ
り
、
そ
れ
を
わ
か
り
易
く
読
者
に
説
く
た
め
に
「
聴
聞
ノ
人
々
」
を
登
場
さ

卜
思
テ
ナ
ク
カ
ト
思
ヒ
、
或
（
説
法
卜
思
ヘ
バ
、
カ
ネ
テ
タ
ト
ク
覚
ル
故

二
、
ナ
ク
カ
ト
思
ヒ
、
或
（
ケ
シ
カ
ラ
ズ
思
テ
、
ニ
ク
ム
物
モ
ア
リ
、
ソ

シ
ル
物
モ
ア
リ
ケ
リ
。
サ
テ
此
ノ
尼
、
説
法
ノ
ナ
カ
バ
計
リ
ニ
、
ツ
イ
立

テ
、
タ
カ
ラ
カ
ニ
云
ク
、
「
導
師
ノ
御
房
キ
コ
シ
メ
シ
候
へ
。
尼
一
人
二

イ
ト
マ
タ
ビ
候
へ
。
指
タ
ル
悪
事
候
。
カ
イ
（
ゲ
ミ
テ
能
ク
ナ
キ
テ
候
ゾ
。

然
モ
尼
ガ
地
（
ー
ツ
ヘ
ヌ
シ
ト
申
ナ
ガ
ラ
、
ヨ
ノ
尼
御
前
タ
チ
ノ
地
ヨ
リ

モ
、
（
ル
カ
ニ
少
ク
候
」
ト
イ
ヒ
テ
タ
チ
ヌ
。
此
ノ
導
師
此
ノ
事
ヲ
聞
ク

ス

　○

即
十
悪
ノ
イ
タ
ス
所
也
。
能
々
漸
愧
シ
テ
、

宵
仏
ヲ
可
し
唱
云
云
。

　
ど
ち
ら
の
話
も
、
説
法
後
に
泣
く
こ
と
を
仕
込
ん
だ
「
サ
ク
ラ
」
の
尼
が
説

法
開
始
前
に
泣
い
て
し
ま
い
、
「
導
師
」
の
企
み
が
露
顕
し
た
と
い
う
類
話
で

あ
る
が
、
『
古
今
著
聞
集
』
と
比
し
て
『
雑
談
集
』
に
お
い
て
も
『
沙
石
集
』

と
同
様
に
無
住
の
特
徴
的
な
本
文
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

　
最
初
に
「
説
法
者
」
の
性
格
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

｜

｜

一

･一一-

ｻ

ｽ

ｶﾞ

人

ナ

レ

バ

身

ヨ

リ

火

ヲ

イ

ダ

ス

諸

人

ノ

キ

ヲ

ヲ

ド

ロ

カ

思

八

或

八

カ

ル

説

法

ノ

ー

W一心

八

ヲ

フ

ム

事

今

生

ノ

楽

一

W一心

ア

ラ

ズ



せ
第
三
者
的
思
案
を
行
っ
た
上
で
最
後
に
落
と
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述

べ
た
「
聳
」
の
寓
話
と
同
じ
展
開
な
の
で
あ
る
。
八
百
長
説
法
に
対
す
る
叙
述

に
も
、
両
者
の
相
違
は
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
『
古
今
著
聞
集
』
が
「
人
ぐ

は
あ
と
わ
ら
ひ
け
り
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
終
わ
る
の
に
対
し
、
『
雑
談
集
』
で

は
「
サ
ス
ガ
人
ナ
レ
バ
身
ヨ
リ
火
ヲ
イ
ダ
ス
。
諸
人
ノ
キ
ヽ
ヲ
ヲ
ド
ロ
カ
ス
。

是
即
十
悪
ノ
イ
タ
ス
所
也
。
能
々
働
愧
シ
テ
、
念
仏
ヲ
可
ぃ
唱
云
云
」
と
話
末

評
語
を
含
め
、
無
住
は
終
始
こ
貝
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
予
定
通
り
に
こ
の
話

を
締
め
括
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
当
然
、
両
書
が
仏
教
説
話
集
か
否
か

と
い
う
点
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
無
住
の
本
文
表
現
を
明
確

に
す
る
こ
と
は
、
次
に
見
る
梵
舜
本
の
本
文
表
現
と
比
較
す
る
に
当
た
っ
て
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
え
ず
無
住
本
文
の
特
性
に
つ
い
て

ま
と
め
る
。

　
無
住
本
文
は
登
場
人
物
の
性
格
、
感
覚
、
心
情
を
重
視
し
た
本
文
表
現
に
特

徴
が
あ
り
、
そ
れ
が
仏
教
的
主
題
と
つ
な
が
り
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ
は
仏
教

説
話
集
と
し
て
の
普
遍
的
な
在
り
方
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、

無
住
本
文
に
は
寓
話
＝
笑
話
に
お
い
て
も
仏
教
的
主
題
と
い
う
中
心
的
存
在
が

あ
り
・
、
仏
教
的
主
題
を
わ
か
り
易
く
説
く
た
め
に
、
「
カ
ホ
ア
カ
ミ
」
や
「
思
」

を
繰
り
返
す
手
法
等
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
思
想
に
読
者
を
少
し
で
も
近
づ
け
よ

う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
の
著
作
で
あ
り
、
完
成
後
も
精
力
的
に
改

稿
を
行
っ
た
『
沙
石
集
』
と
晩
年
の
著
作
で
自
ら
の
述
懐
も
多
い
『
雑
談
集
』

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

と
は
、
読
者
対
象
も
同
一
で
は
な
く
無
住
自
身
の
気
持
ち
に
も
少
し
の
変
化
は

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
仏
教
的
思
想
を
根
底
に
置
き
な
が
ら
描
く
本
文
表

現
を
含
め
た
、
無
住
の
描
写
態
度
に
変
わ
り
は
無
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
、
梵
舜
本
の
本
文
表
現

　
無
住
の
表
現
態
度
に
対
し
て
梵
舜
本
独
自
説
話
の
本
文
表
現
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
梵
舜
本
独
自
説
話
は
そ
の
多
く
が
巻
第
六
、
第
八
に
集
中
し
て
い
る
が
、

巻
第
八
は
御
茶
ノ
水
図
書
館
蔵
成
簑
堂
文
庫
旧
蔵
江
戸
初
期
本
と
共
通
し
た
構

成
、
内
容
を
有
し
て
い
馳
。
こ
の
点
に
関
し
て
の
考
察
は
『
沙
石
集
』
諸
本
全

体
の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
譲
り
・
た
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
諸
本
に
お
い
て
梵
舜
本
の
み
に
伝
わ
る
説
話
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
現
段
階
で
完
全
な
梵
舜
本
独
白
説
話
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
巻
第
六
に

あ
る
説
教
師
達
の
笑
い
を
描
い
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
と
同
じ
く
『
直
談
因
縁
集
』
に
類
話

を
有
し
、
『
雑
談
集
』
と
同
じ
く
説
法
で
の
説
教
師
の
失
敗
談
を
描
い
た
梵
舜

本
巻
第
六
（
一
三
）
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
。
梵
舜
本
巻
第
六
の
独
自
説
話
（
群
）
と
類
話
を
有
す
る
他
作
品
は
極
め
て

少
な
忖
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
梵
舜
本
独
自
説
話
の
本
文
表
現
を
探
る
に
当
た

っ
て
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
は
一
つ
の
重
要
な
判
断
基
準
と
な
っ

て
く
る
。
次
に
そ
の
本
文
を
挙
げ
旭
。

一
五



　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

梵
舜
本
『
沙
石
集
』
巻
第
六
（
一
三
）
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
第

一
話

　
　
　
　
　
－

　
　
鎌
倉
二
或
尼
公
、
逆
修
シ
ケ
リ
。
説
経
ナ
ム
ド
モ
セ
ヌ
僧
ナ
レ
ド
モ
、
モ

シ
希
望
ノ
心
モ
ア
リ
、
色
代
二
請
用
セ
ョ
ト
テ
、
コ
座
ノ
供
養
シ
給
ナ

ン
ヤ
」
卜
、
イ
（
セ
ケ
レ
バ
、
布
施
ノ
ホ
シ
サ
ニ
ヤ
、
無
二
左
右
・
領

ン

テ
ケ
リ
。
思
（
ズ
ニ
ゾ
檀
那
思
ヒ
ケ
ル
。
サ
テ
既
二
疆
盤
二
登
リ
テ
、
法

用
過
テ
、
金
打
チ
表
白
ス
ペ
キ
ニ
、
懐
ヲ
サ
グ
ル
ニ
折
紙
ナ
シ
。
信
二
懐

中
シ
ツ
ル
物
ヲ
ト
思
ヒ
テ
、
サ
グ
レ
ド
モ
く

方
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
座

席
ノ
ビ
ケ
ル
マ
こ
Ｉ
、
頭
ヨ
リ
煙
り
立
テ
、
芋
ノ
頭
ヲ
ユ

)＼

タ
ル
ニ
似
夕

。
額
ヨ
リ
汗
流
レ
ケ
レ
バ
、
檀
那
ノ
禅
尼
、
簾
中
ヨ
リ
、
「
ア
ノ
御
房
、

汗
ヲ
ダ
ニ
拭
給
ヘ
カ
シ
」
卜
、
イ
ワ
レ
テ
、
俑
臆
シ
テ
、
頭
ノ
煙
モ
立
マ

サ
リ
ケ
リ
。
ア
マ
リ
二
時
剋
ノ
ビ
ケ
レ
バ
、
「
ア
ノ
御
坊
、
サ
ラ
バ
ヲ
リ

給
へ
」
ト
イ
ワ
レ
テ
鐙
盤
ヨ
リ
下
テ
、
座
ニ
ツ
キ
ケ
ル

リ
、
折
紙
ヲ
チ
テ
、
ヒ
カ
レ
テ

ノ
モ
ヽ
ダ
チ
ヨ

ニ
フ
カ
レ
ケ
ル
ヲ
、
ク
リ
集
テ
座
ニ
ツ

キ
ヌ
。
布
施
引
ト
テ
引
ケ
レ
バ
、
布
施
取
テ
帰
リ
ヌ
。
人
ニ
カ
ヽ
セ
テ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

如
ぃ
形
ヨ
ミ
ツ
ケ
タ
レ
バ
、
本
二
向
テ
ダ
ニ
、
（
カ
ぐ
シ
カ
ラ
ズ
。
マ

シ
テ
ソ
ラ
ニ
（
、
丁
句
モ
可
し
申
モ
ナ
ク
テ
、
布
施
計
取
テ
出
デ
ヌ
。
恥

二
（
人
（
死
ヌ
物
ニ
テ
侍
リ
ケ
リ
ト
、
其
座
ニ
テ
見
タ
ル
人
、
物
語
侍
リ

キ
。

『
直
談
因
縁
集
』
三
－
十
七

一

　ｌ．

ノペ

　
一
、
不
浄
説
法
ゴ
石
付
石
鎌
倉
二
、
有
者
、
逆
修
ヲ
致
ス
ニ
ヘ
　
諸
僧
、
供

養
ユ
。
時
々
同
、
説
法
ヨ
聴
聞
七
で
。
時
至
ル
ニ
、
一
紙
二
書
引
合
・
Ｊ
出
ル
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

中
座
二
（
ヽ
　
高
座
ヨ
荘
″
、
四
方
二
蘆
幕
ま
ヨ
懸
、
勲
二
聞
よ
こ
い
耳
傾
。
其
外
、

聴
衆
、
数
多
也
。
而
、
高
座
二
上
″
、
説
法
七
で
思
べ
是
ョ
尋
二
、
不
見
之
ぺ

時
、
ア
セ
ヲ
ナ
カ
シ
迷
惑
ュ
。
時
、
施
主
。
説
法
（
遅
ク
ト
モ
ヘ
　
先
、
ア
セ
ヲ
ノ

コ
イ
玉
へ
、
卜
生
爪
不
説
法
ゴ
時
キ
、
旦
那
、
不
よ
説
法
べ
高
座
ョ
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

玉
へ
、
卜
≠
爪
時
、
高
座
ョ
下
り
玉
フ
○
　
サ
レ
ト
モ
、
布
施
ョ
引
取
也
。
今
時

法

、
如
此
也
。
恥
言
不
知
ぺ
或
（
布
施
″
望
、

云
云
。
是
不
浄
説
法
也
云
云
。

（
人
目
斗
二

法

　
現
在
、
梵
舜
本
独
自
説
話
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
第
一
話
は

『
直
談
因
縁
集
』
に
類
話
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。
梵
舜
本
独
自
説
話
「
説
法
セ

ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
第
二
話
も
『
直
談
因
縁
集
』
三
巻
三
十
五
話
の
み
に

類
話
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
『
直
談
因
縁
集
』
の
編
者
が
梵

舜
本
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
を
何
ら
か
の
形
で
見
た
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
梵
舜
本
巻
第
六
の
独
自
説
話
が
天
正
十
三
（
一
五

八
五
）
年
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
重
要
な
示
唆
で
あ
る
と
言

え
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
十
六
世
紀
ま
で
に
こ
う
い
っ
た
説
教
の
場
で
の
笑
い
が
積



極
的
に
筆
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
つ
？
旱
受
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
述
べ
た
い
こ
と
は
、
梵
舜
本
独
自
説
話
「
説
法

セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
第
二
話
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
同

文
を
載
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
梵
舜
本
独
自
説
話
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
夕

ル
事
」
第
一
話
の
本
文
表
現
に
つ
い
て
は
両
者
に
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
現
段
階
で
は
、
『
直
談
因
縁
集
』
の
よ
う
な
本
文
が
先
行
し
、
そ
れ
に
梵

舜
本
編
者
が
増
補
し
た
の
か
、
梵
舜
本
本
文
を
見
て
『
直
談
因
縁
集
』
編
者
が

取
捨
選
択
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
が
、
『
直
談
因
縁
集
』
に

存
在
し
な
い
本
文
表
現
は
梵
舜
本
に
特
有
の
本
文
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

次
に
両
者
の
本
文
表
現
の
中
で
、
梵
舜
本
の
本
文
特
性
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
を
見
て
い
く
。

　
描
写
観
点
か
ら
見
て
特
徴
的
な
本
文
表
現
は
「
頭
ヨ
リ
煙
り
立
テ
、
芋
ノ
頭

ヲ
ユ
デ
タ
ル
ニ
似
タ
リ
」
や
「
頭
ノ
煙
モ
立
マ
サ
リ
ケ
リ
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
本
文
表
現
で
あ
る
。
先
の
「
人
ノ
聳
」
の
寓
話
の
よ
う
に
「
カ
ホ
ア
カ
」

め
る
と
い
っ
た
常
識
的
表
現
は
用
い
ず
、
頭
か
ら
煙
を
立
た
せ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
「
芋
ノ
頭
ヲ
ユ
デ
タ
ル
ニ
似
タ
リ
」
と
描
か
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
間
違
い
な
く
「
笑
い
」
と
い
う
も
の
を
意
識
し
た
表
現
態

度
な
の
で
あ
る
。
『
直
談
因
縁
集
』
と
比
し
て
、
梵
舜
本
で
は
「
座
ニ
ツ
キ
ケ

ル
袴
ノ
モ
ふ
ブ
チ
ヨ
リ
、
折
紙
ヲ
チ
テ
、
ヒ
カ
レ
テ
風
ニ
フ
カ
レ
ケ
ル
ヲ
、
ク

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

リ
集
テ
座
ニ
ツ
キ
ヌ
」
と
オ
チ
が
明
確
に
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
点
で
も
「
笑

い
」
に
対
す
る
意
識
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
は
『
直
談

因
縁
集
』
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
話
の
展
開
か
ら
は
存
在
し
な
く
て
も
良

い
表
現
な
の
で
あ
る
。
一
方
で
オ
チ
が
暴
露
さ
れ
る
尼
公
は
最
後
ま
で
悪
び
れ

た
様
子
や
反
省
の
態
度
を
見
せ
た
と
い
う
記
述
は
付
加
さ
れ
な
い
。
「
説
法
セ

ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
を
単
な
る
説
法
に
お
け
る
失
敗
談
＝
「
笑
話
」
と
し

て
見
れ
ば
、
完
成
度
は
非
常
に
高
く
、
ま
さ
に
実
際
に
こ
の
説
法
を
見
て
い
た

よ
う
な
者
の
筆
致
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
無
住
で
は
な
い
と
し
た

時
の
梵
舜
本
改
変
者
の
表
現
力
や
現
場
の
再
現
力
と
い
っ
た
も
の
は
無
住
に
匹

敵
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
で
少
し
触
れ

加
。
し
か
し
ど
の
本
文
表
現
も
『
沙
石
集
』
に
あ
る
無
住
の
根
底
的
思
想
と
は

一
致
し
な
い
。
つ
ま
り
無
住
ら
し
さ
ズ
言
え
ば
不
浄
説
法
糾
弾
の
た
め
の
讐
喩

が
中
心
的
主
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
直
談
因
縁
集
』
が
こ
の
話
を

「
不
浄
説
法
」
と
理
解
し
て
『
雑
談
集
』
と
同
じ
く
数
多
く
の
「
聴
衆
」
に
そ

の
「
恥
」
を
目
撃
さ
せ
な
が
ら
、
「
不
浄
説
法
」
に
合
う
部
分
の
み
を
描
写
し

た
上
で
「
今
時
分
説
法
（
、
如
此
也
。
恥
そ
不
知
ぺ
或
（
布
施
″
望
、
又
（
人
目
斗

二
説
法
訣
五
云
。
是
不
浄
説
法
也
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
。

『
沙
石
集
』
巻
第
六
に
載
る
諸
本
共
通
説
話
や
『
雑
談
集
』
説
話
、
『
沙
石
集
』

草
稿
本
と
考
え
ら
れ
る
米
沢
本
説
話
、
も
っ
と
言
え
ば
米
沢
本
・
梵
舜
本
の
み

に
伝
わ
る
共
通
説
話
で
さ
え
、
こ
こ
ま
で
説
話
掲
載
の
仏
教
的
意
図
が
判
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

し
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
の
点
で
巻
第
六
や
第
八
の
梵
舜
本
独
自
説
話
は
極
め

て
異
質
で
あ
る
。

　
梵
舜
本
の
話
末
に
は
「
恥
二
（
人
（
死
ヌ
物
ニ
テ
侍
リ
ケ
リ
」
と
い
う
評
が

「
其
座
ニ
テ
見
タ
ル
人
」
を
介
し
て
付
加
さ
れ
、
こ
こ
で
初
め
て
恥
意
識
に
焦

点
が
当
た
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
描
写
態
度
と
は
ち
ぐ
は
ぐ
な
感
が
拭
え
な
い
。

或
る
尼
公
は
大
衆
の
面
前
で
大
失
態
を
犯
し
て
お
き
な
が
ら
平
然
と
布
施
は
取

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
布
施
に
執
着
す
る
あ
ま
り
に
地
獄
に
堕
ち
た

と
い
う
よ
う
な
因
果
の
理
は
も
ち
ろ
ん
、
恥
意
識
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
な
い
。

恥
意
識
が
少
し
で
も
あ
る
こ
と
を
描
く
の
な
ら
ば
、
平
然
と
布
施
を
取
っ
て
い

っ
た
ま
ま
で
話
を
結
ぶ
よ
う
な
こ
と
を
無
住
は
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
説
話
か
ら
教
理
を
補
強
す
る
と
い
っ
た
行
為
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
第
一
話
は
仏
道
へ
の
勧
誘
と
い
う
よ
り
も

「
其
座
ニ
テ
見
タ
ル
人
」
が
「
物
語
」
っ
て
く
れ
た
「
興
あ
る
話
」
を
「
笑
話
」

と
し
て
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
姿
勢
は

巻
第
六
や
第
八
の
梵
舜
本
独
自
説
話
（
第
八
は
完
全
な
独
白
で
は
な
い
が
）
に

共
通
し
た
傾
向
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
話
末
の
「
恥
二
（
人
（
死

ヌ
物
ニ
テ
侍
リ
ケ
リ
」
は
梵
舜
本
改
変
者
が
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル

事
」
増
補
時
に
無
住
を
真
似
て
付
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
人
ノ
聳
」

の
寓
話
や
『
雑
談
集
』
と
は
仏
教
的
世
界
観
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で

根
本
的
に
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
λ

　
以
上
か
ら
梵
舜
本
独
白
説
話
の
本
文
表
現
は
無
住
の
も
の
と
す
る
に
は
ど
う

し
て
も
無
理
が
あ
る
。
梵
舜
本
独
自
説
話
の
本
文
表
現
は
仏
教
的
価
値
観
を
根

底
に
見
据
え
た
性
格
、
感
覚
ク
心
情
表
現
よ
り
も
読
者
（
聴
衆
）
を
話
に
引
き

込
む
た
め
の
表
面
的
な
描
写
や
構
成
に
主
眼
が
あ
る
。
そ
し
て
裏
を
返
せ
ば
、

梵
舜
本
独
自
説
話
の
面
白
さ
を
引
き
出
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
仏
教
的
な
意

識
の
低
さ
に
あ
る
と
言
え
、
そ
の
意
識
の
低
さ
が
梵
舜
本
独
自
説
話
の
特
性
で

あ
り
、
笑
話
が
代
表
的
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
梵
舜
本
自
体
の
特
性
で
も
あ

る
。

四
、
ま
と
め

　
以
上
、
他
作
品
を
媒
介
と
し
て
、
無
住
本
文
と
梵
舜
本
本
文
に
お
け
る
本
文

表
現
の
特
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
無
住
の
表
現
態
度
と
梵
舜
本

の
表
現
態
度
と
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
存
在
し
て
い
る
。
無
住
は
笑
話
を
掲
載

す
る
場
合
で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
寓
話
」
の
域
を
出
ず
、
本
文
表
現
に
つ

い
て
も
仏
教
的
価
値
観
を
忘
れ
ず
に
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
梵
舜
本
改
変
者
（
達
）
の
笑
話
的
要
素
に
関
心
が
高
い
あ
ま
り

仏
教
的
価
値
観
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
、
あ
る
い
は
最
初
か
ら
そ
れ
程
仏
教
的

意
識
の
高
く
な
い
人
物
が
無
住
の
仏
教
的
寓
話
に
触
発
さ
れ
、
思
わ
ず
笑
話
を

増
補
し
て
し
ま
っ
た
か
、
と
い
う
よ
う
な
改
変
過
程
が
梵
舜
本
の
本
文
表
現
か

ら
は
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
や
は
り
梵
舜
本
は
無
住
の
『
沙
石



集
』
改
稿
本
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
米
沢
本
や
梵
舜
本
の
本
文
表
現
比
較
や
無
住
の
笑
話
構
造
に
お
け

る
例
外
の
考
察
等
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

注①
　
渡
逞
綱
也
氏
校
注
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
（
岩
波
書
店
、
▽
几
七
六

　
年
）

②
　
土
屋
有
里
子
氏
「
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
考
－
増
補
本
と
し
て
の
可
能
性
－
」
（
「
中

　
世
文
学
」
第
五
十
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）

③
　
小
島
孝
之
氏
校
注
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇

　
一
年
）
「
古
典
へ
の
招
待
」

④
　
拙
稿
「
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格
」
ス
同
志
社
国
文
学
」
第
六
十
五
号
、
二
〇

　
〇
六
年
十
二
月
）

⑤
　
『
百
句
讐
喩
経
』
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
巻
（
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一

　
九
二
四
年
）
を
用
い
た
。
『
沙
石
集
』
巻
第
三
（
二
）
に
お
け
る
「
人
ノ
聳
」
の
寓

　
話
は
梵
舜
本
を
含
め
た
『
沙
石
集
』
諸
本
に
ほ
と
ん
ど
異
同
が
見
ら
れ
な
い
の
で
梵

　
舜
本
本
文
で
あ
る
注
①
を
用
い
た
。
『
直
談
因
縁
集
』
は
阿
部
泰
郎
氏
、
小
林
直
樹

　
氏
、
田
中
貴
子
氏
、
近
本
謙
介
氏
、
廣
田
哲
通
氏
編
著
　
日
光
天
海
蔵
『
直
談
因
縁

　
集
　
翻
刻
と
索
引
』
（
和
泉
書
院
、
▽
几
九
八
年
）
を
用
い
た
。

⑥
　
『
古
今
著
聞
集
』
は
永
積
安
明
氏
、
島
田
勇
雄
氏
校
注
　
日
本
古
典
文
学
大
系

　
『
古
今
著
聞
集
』
（
岩
波
書
店
、
▽
几
六
六
年
）
を
用
い
た
。
『
雑
談
集
』
は
山
田
昭

　
全
氏
、
三
木
紀
人
氏
校
注
　
中
世
の
文
学
『
雑
談
集
』
言
一
弥
井
書
店
、
▽
几
七
三

　
年
）
を
用
い
た
。

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
本
文
表
現
と
編
者

⑦
　
梵
舜
本
巻
第
八
と
江
戸
初
期
本
巻
第
八
の
構
成
や
内
容
の
共
通
性
に
関
し
て
は
、

　
土
屋
氏
の
「
成
簑
堂
文
庫
蔵
『
沙
石
集
』
の
紹
介
」
（
「
国
文
学
研
究
」
第
百
三
十
一

　
集
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
が
あ
る
。

⑧
　
現
段
階
で
梵
舜
本
巻
第
六
の
独
自
説
話
と
類
話
を
有
す
る
他
作
品
は
『
直
談
因
縁

　
集
』
に
二
話
あ
る
他
に
、
『
今
物
語
』
の
巻
末
に
類
話
と
取
れ
る
も
の
が
一
話
見
ら

　
れ
る
程
度
で
あ
る
。

⑨
　
梵
舜
本
は
注
①
を
用
い
、
『
直
談
因
縁
集
』
は
注
⑤
の
も
の
を
用
い
た
。

⑩
　
注
④
に
同
じ
。

〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
　
秋
季
研
究
発
表
会
（
平
成
十
八
年
十
一
月
十
九

日
、
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・
寧
静
館
）
に
お
い
て
発
表
し
た
「
梵
舜
本

『
沙
石
集
』
の
性
格
　
－
本
文
比
較
と
笑
話
構
造
を
端
緒
と
し
て
ー
」
を
も
と
に
し
て

成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
会
員
諸
氏
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

一
九




